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「少し休んだら
　また山車を引っぱろーね」

五戸まつりのひとコマ
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夢の森収穫感謝祭　  
　  ＆倉石牛肉まつり
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五
戸
ま
つ
り

五
戸
ま
つ
り

五
戸
ま
つ
り

五
戸
ま
つ
り

五
戸
ま
つ
り　

五
戸
ま
つ
り
が
９
月
２
日
か
ら

４
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
見

物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
初
日

の
「
お
通
り
」
は
町
内
小
・
中
学

校
の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
で
開
幕
。

続
い
て
、
お
み
こ
し
と
８
台
の
豪

華
な
山
車
が
坂
の
町
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。
２
日
目
「
中
日
」
に
は
、

流
し
踊
り
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
山
車
に
よ
る
夜
間
競
演
の
ほ
か
、

小
・
中
学
校
相
撲
大
会
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
３
日
目
「
お
還
り
」

は
五
戸
ま
つ
り
最
大
の
見
ど
こ
ろ

「
喧
嘩
太
鼓
」
。
山
車
を
き
し
ま

せ
競
い
合
う
バ
チ
さ
ば
き
に
、
沿

道
を
埋
め
つ
く
し
た
大
勢
の
観
客

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
五
戸
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
第
５
回
奥
州
よ
さ
こ
い

祭
り
に
は
、
過
去
最
多
の
13
組
が

出
場
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊
り

の
数
々
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

撮影協力：田代電気（株）
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▲ 最優秀賞（山車部門最優秀賞　運行部門最優秀賞）博労町自治会「奥州伊達軍団出陣　独眼竜正宗」

▼ 奨励賞　蛯川学区自治会「義経伝説　平家の怨念攝州大物浦」

▲ 特別賞　ひばり野自治会「船弁慶」▲ 特別賞　上大町自治会「将門の無念を忍ぶ滝夜叉姫」

▲ 奨励賞　新丁新町青年部「忠臣蔵　赤穂浪士の忠義」▲ 奨励賞　下大町自治会「弁慶の立往生」

▲

優
秀
賞
　
川
原
町
青
年
団
「
島
原
の
乱
　
切
利
支
丹
天
草
伝
説
」

▲

優
秀
賞
　
荒
町
自
治
会
「
鵯
越
の
戦
い
」

各 山 車 組 紹 介

▲ ▲

き

り

し

た

ん

ひ
よ
ど
り
ご
え

せっしゅうだいもつうら
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農
村
女
性
か
ら
町
長
へ

と
っ
て
お
き
の
提
言

Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン

第１３回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

選手オーダー表　監督　藤　村　　誠
区　間 選 手 氏 名

和田　卓也

八戸西高校

五戸小学校

五戸中学校

陸上自衛隊

青 森 銀 行

川内中学校

陸上自衛隊

三本木高校

八戸西高校

川内中学校

川内中学校

倉石中学校

倉石中学校

五戸中学校

青 森 大 学

古川　達人

手倉森洋人

渋谷　康紀

田中　詩織

鳥谷部大輔

佐々木奈津子

田代　裕磨

柳沢　貴之

大山　貴大

小笠原　明

中里　杏名

類家　礼奈

a村　　翔

藤村　優樹

勤務先・学校名

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

第８区

とっておきの農産物を町長へプレゼント

町長と対談したＶｉＣウーマンの皆さん

５区　田中詩織選手の鉢巻きにはたくさんの応援メッセージが

８区　ゴール目前の田代裕磨選手

４区　渋谷康紀選手の力走

　
男
女
共
同
参
画
推
進
の
一
環
と

し
て
三
戸
地
方
農
林
水
産
事
務
所

が
主
催
す
る｢

町
長
と
農
村
女
性

と
の
と
っ
て
お
き
ト
ー
ク
in
五
戸
」

が
９
月
６
日
、
役
場
委
員
会
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
と
意
見
を
交
わ
し
た
の
は

山
田
れ
つ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
（V

illage 
Conductor of W

om
an

）
の
13
人
。

Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
と
は
農
山
漁
村

で
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
県

知
事
が
認
定
す
る
制
度
で
、
平
成

６
年
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
彼
女

た
ち
に
共
通
す
る
の
は
農
業
が

大
好
き
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は

直
売
所
な
ど
で
消
費
者
と
直
接
触

れ
合
う
こ
と
で
芽
生
え
た
気
持
ち

な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
参
加
者
の
ひ
と
り

類
家
裕
子
さ
ん
が
栽
培
し
た
花
が

テ
ー
ブ
ル
に
飾
ら
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
対
談
が
進
行
し
ま

し
た
。
Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
た
ち
か

ら
は
「
農
業
委
員
に
女
性
を
推
薦

し
て
ほ
し
い
」
「
家
族
経
営
協
定

を
取
り
入
れ
、
農
業
に
も
給
料
と

休
暇
を
」
な
ど
、
意
見
や
提
言
が

活
発
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
談
終
了
後
に
は
自
慢

の
農
産
物
や
加
工
品
の
数
々
が
町

長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ヴ

ィ

ッ

ク

　
９
月
４
日
、
「
健
脚
で

つ
な
げ
郷
土
の
和
と
心
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
町
村

対
抗
第
13
回
青
森
県
民
駅

伝
競
走
大
会
が
青
森
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
の
青
森
市
は
曇
り
空
。

気
温
も
程
よ
く
、
走
り
や

す
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

し
た
。

　
正
午
、
号
砲
と
共
に
県

観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
前

を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た

県
内
47
市
町
村
の
代
表

選
手
た
ち
は
、
ゴ
ー
ル
の

県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
ま
で
の
33
・
８
㎞
、

８
区
間
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　
五
戸
町
チ
ー
ム
は
目
標
に
向
か

っ
て
突
き
進
む
と
い
う
意
味
の

「
勇
往
邁
進
」
と
書
か
れ
た
そ
ろ

い
の
鉢
巻
き
を
頭
に
巻
き
、
一
致

団
結
し
て
力
走
。
１
時
間
52
分

７
秒
の
タ
イ
ム
で
町
の
部
第
６
位
、

総
合
の
部
第
12
位
の
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

ゆ
う
お
う
ま
い
し
ん
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五戸まつりに参加する一行

長寿者夫婦のa橋啓太郎さん

健康の秘けつは・・・笑顔倉石保育所の子どもたちがよさこいソーランを披露

上市川保育所の子どもたちも祝福

　
町
内
４
地
区
で
75
歳
以
上
の
方

を
招
待
し
て
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、

私
た
ち
の
町
を
築
き
上
げ
て
き
た

先
輩
方
の
長
寿
と
健
康
を
祝
い
ま

し
た
。
敬
老
会
で
は
鳥
谷
部
志
郎

社
会
福
祉
協
議
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

三
浦
正
名
町
長
か
ら
１
０
０
歳
到

達
の
長
寿
者
７
人
と
88
歳
到
達
の

長
寿
夫
婦
４
組
に
県
知
事
顕
彰
状

を
伝
達
、
さ
ら
に
88
歳
の
米
寿
を

迎
え
た
方
83
人
に
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
五
戸
町
と
姉
妹
都

市
を
締
結
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

共
和
国
バ
ヨ
ン
ボ
ン
町
か
ら
ジ
ョ

ン
・
セ
ヴ
ェ
リ
ノ
Ｇ
．バ
ガ
サ
オ

町
長
、
ノ
リ
・
メ
レ
ン
シ
オ
Ｇ
．

バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
町
議
会
議
員
、
ヒ

ポ
リ
ト
Ｃ
．マ
ム
リ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ

ア
姉
妹
都
市
協
会
長
の
３
人
が
五

戸
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
９
月
１
日
に
五
戸
町
に

到
着
。
交
友
の
深
か
っ
た
故
川
h

嘉
保
元
町
長
、
故
三
浦
雄
一
前
町

長
お
よ
び
バ
ヨ
ン
ボ
ン
町
名
誉
町

民
の
故
三
浦
繁
二
氏
の
墓
参
り
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
日
か
ら
行

わ
れ
た
五
戸
ま
つ
り
に
も
参
加
。

祭
り
衣
装
に
身
を
包
み
町
民
と
一

緒
に
山
車
を
引
く
な
ど
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

県
知
事
顕
彰
者
（
敬
称
略
）

■
１
０
０
歳
到
達
者

　
三
浦
　
き
く
　
　
久
保
ハ
ル
ヨ

　
鈴
木
　
キ
ヨ
　
　
小
村
　
は
る

　
坂
下
　
ト
ヨ
　
　
川
h
　
き
よ

■
88
歳
到
達
者
夫
婦

　
鈴
木
　
新
太
郎
・
み
つ
よ

　
a
橋
　
啓
太
郎
・
歌
　
子

　
三
浦
　
六
次
郎
・
ト
　
モ

　
豊
川
　
謙
次
郎
・
よ
　
し

９／６　五戸地区９／９　川内地区

９／１０　倉石地区

９／６　五戸地区９／９　川内地区

９／７　浅田・豊間内地区９／７　浅田・豊間内地区９／１０　倉石地区

長
寿
を
祝
い

敬

老

会

バ
ヨ
ン
ボ
ン
町

か
ら
訪
問
団

〈
川
柳
〉

介
護
保
険
使
わ
ぬ
う
ち
は
花
な
り
て

昔
腕
今
は
五
体
の
骨
が
鳴
り

八
十
路
坂
娘
等
に
甘
え
し
レ
ス
ト
ラ
ン

〈
俳
句
〉

猛
暑
去
り
秋
祭
り
さ
り
老
い
確
か

秋
桜
窓
の
高
さ
に
ゆ
れ
に
け
り

遠
く
な
く
す
ず
虫
恋
路
月
夜
か
な

〈
短
歌
〉

ヨ
ー
シ
ヨ
イ
サ
ま
つ
り
ば
や
し
に
さ
そ
わ
れ
て

み
し
ら
ぬ
人
ら
と
と
も
に
た
の
し
む

郵
便
で
心
触
れ
あ
う
暑
い
夏

日
々
の
変
化
で
涼
し
い
秋
に

車
窓
を
あ
け
蝉
の
啼
く
音
に
聞
き
惚
れ
る

萩
の
花
さ
く
野
山
に
響
く

田
植
え
終
え
あ
れ
や
こ
れ
や
に
苦
労
す
る

農
夫
に
稲
穂
頭
垂
れ
お
り

絡
み
咲
く
日
毎
に
花
の
愛
ら
し
く

先
ず
朝
顔
に
挨
拶
を
す
る

秋
ま
つ
り
集
い
る
人
の
着
飾
り
て

豊
作
祈
る
心
一
つ
に

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

善
　
太
　
郎
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
中
区
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

沢
向
匿
名
　
　
　
　
　
　

小
　
手
　
毬
　
　
　
　
　
　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま　
　

ど

こ　　

ら

な

姉 妹
都 市



高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
　町では、年１回の高齢者を対象としたインフルエンザの予防接種を実施します。接種は自らの意
思で希望する場合に限り行いますので、希望する方は下記の内容を確認の上、申し込みをしてくだ
さい。（今年度は個人通知しません。）

【対 象 者】
　接種日において　・満６５歳以上の方

・満６０歳以上満６５歳未満で心臓・じん臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不
全ウイルスによる免疫機能の障がいを有し、障がい者手帳の交付を受けてい
る方（医療機関に障がい者手帳を提示してください。）

【申し込みおよび実施期間・場所】
平成１７年１０月３日（月）～平成１７年１２月１６日（金）

五戸総合病院（６１－１２００）　田中医院（６１－１１５５）　山崎内科医院（６２－５８２８）

松 尾 医 院（６２－３５６７）　倉石診療所（７７－３１１１）　

※接種日には、予診票に必要事項を必ず記入して、保険証と共に持参してください。
（予診票は各実施医療機関および役場保健衛生課、倉石・川内・浅田の各支所に準備しています。）

【申し込み方法】
希望する医療機関に直接来院または電話で申し込みしてください。
※ただし、五戸総合病院を希望の方は、１０月３１日までに保健衛生課に電話で申し込みください。

【個人負担額】
・接種の場合は１，５００円の個人負担となります。
・満６５歳以上の生活保護受給者は無料です。
・上記の医療機関以外で接種をした方は、全額個人負担となります。

【問い合わせ先】
　役場保健衛生課　TEL６２－７９５８

秋はサンマとマツタケに…

一番おいしい！オータムジャンボ宝くじ

i

　この宝くじの収益金は
市町村の明るい街づくりや環境対策、高齢化対策など

地域住民の福祉向上のために使われます。

財団法人　青森県市町村振興協会

１等 　 １億５，０００万円　×　　　　  ２４本

   前後賞  各２，５００万円　  　　　

２等　　  　１，０００万円　×　　　　  ２４本

３等　 　　　   １００万円　×　　　  ２４０本

４等　 　　　 　　  ５万円　×　３６，０００本

５等　 　　　 　　  １万円　×　　　  ２４万本

６等　 　　 　３，０００円　×　　  １２０万本

発売期間

抽せん日

１０/１４ （金）

９/２６ （月）

１０/１１（火）

〜



o

消防法が改正され、全国一律に住宅への
「住宅用火災警報器の設置」が義務付けられます。

　消防法が改正され、各家庭に住宅用火災警報器の設置が義務付けとなりました。この消防法改正
に基づく、八戸地域広域の火災予防条例の施行日は平成１８年６月１日です。この日以降に新築す
る住宅には住宅用火災警報器の設置が必要となります。既存住宅に関しては２年の経過措置があり、
平成２０年６月１日までに設置しなければなりません。

●住宅用火災警報器を設置する場所
①寝室（子供部屋や居間として使用している部屋でも、夜間に就寝する部屋は含まれます。）
②階段（２階の天井部分に設置します。２階に寝室がなければ必要ありません。）
③寝室がなく火災警報器が設置されない階で、床面積が７g（四畳半）以上の部屋が５以上ある階

の廊下（廊下がなければ階段に設置します。）   ※３階以上の住宅は設置の仕方が若干違います。

　以上の場所に煙式火災警報器を設置しなければなりませんが順次、台所、居間というように他の
部屋にも設置しましょう。また、アパート・マンションなどはその建物に自動火災報知設備が設置
されていない場合、個人の住宅部分（階段、廊下、エレベーターなどの共用部分は除く。）に設置
が必要となります。

●悪質な訪問販売・点検に気をつけましょう
　住宅用火災警報器は消防署が販売することはありませんし、業者による点検も
必要ありません。悪質な訪問販売・点検には十分注意してください。また、住宅
用火災警報器は防災設備取扱店やホームセンターなどで購入できます。購入の目
安として、日本消防検定協会の検査に合格した製品には「鑑定」マークがついて
いますので、マークのついているものを選びましょう。

問い合わせ先　八戸消防本部　予防課　TEL　４４―２１３３

子供部屋 階　　段 寝　　室

２　階

１　階

ご存じですか？住宅用火災警報器
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非
常
勤

新
井
田
修
久

医
師
名

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

副
院
長

愛
川
　
俊
信

科
　
長

矢
田
部
宏
一

副
医
長

田
口
　
　
順

科
　
長

對
馬
　
清
人

副
医
長

東
山
　
明
弘

非
常
勤

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

非
常
勤

蝦
名
　
宣
男

院
　
長

渡
部
　
秀
一

医
療
局
長

原
田
　
昭
彦

副
医
長

佐
々
木
宏
之

非
常
勤

井
戸
川
敏
彦

副
院
長

笹
野
　
拓
也

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

非
常
勤

深
瀬
　
栄
一

科
　
長

藤
原
　
貴
光

非
常
勤

蒔
苗
　
公
利

非
常
勤

非
常
勤

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

安
田
　
　
京

（
東
北
大
学
）

職
　
名

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
10
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

101

不 法 投 棄 は 犯 罪 で す
不法投棄をしない、させない環境づくりを私たちの町からはじめましょう

土 地 所 有 者 へ の お 願 い

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第５条で、土地所有者には土地の適正管理が義務付けられて
います。そのため万が一、不法投棄物を発見し、投棄者が不明な場合は、土地所有者が自己責任で
撤去しなければならないことになっています。
　なお、原則として個人所有地の不法投棄は町では一切撤去いたしません。

●問い合わせ先　役場保健衛生課　℡６２－７９５８

10月１日から住民異動届出時に本人確認を実施します

　第三者による虚偽の住民異動届出を防ぐため、住所などの異動届の際、届け出する人の本人確認
を実施します。

実施開始日　平成１７年１０月１日（土） 

・対象となる届出　転出届、転入届、転居届、世帯変更届など（付記転出届を除く。）
・本人確認の方法　届け出する人（窓口に来た人）から、次の書類を提示して頂き確認します。

①　次の中から１つ 提示してください。

運転免許証　パスポート　写真付き住民基本台帳カード
身体障がい者手帳など官公署が発行した顔写真付き証明書

②　①がない場合、次の中から２つ 提示してください。

健康保険証　生活保護受給者証　年金手帳　印鑑登録証
社員証　預金通帳　キャッシュカードなど本人確認ができるもの

問い合わせ先　役場住民課　℡６２－２１１１（内線１１２・１１３）
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ご
み
出
し
は

朝
８
時
ま
で
に
！

労
災
保
険
の
こ
と

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

平
成
18
年
度

幼
稚
園
入
園
児
募
集

育
児
や
介
護
を
行
い
な
が
ら

働
く
方
・
働
き
た
い
方
へ

倉

石

保

育

所

臨

時

職

員

募

集

県
民
手
帳
予
約
受
付
中
！

　
資
源
ご
み
は
分
別
ご
と
に
回
収

に
回
り
ま
す
。
収
集
場
所
に
ご
み

が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
出
し
て
も
、

回
収
が
終
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
必
ず
朝
８
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
は
分
別
し
、
指
定

の
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
８

　
7
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、

労
災
の
年
金
や
介
護
、
生
活
問
題

な
ど
補
償
全
般
に
関
す
る
こ
と
、

仕
事
の
疲
れ
か
ら
く
る
健
康
や
精

神
的
な
悩
み
、
過
労
死
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
7
労
災
年
金
福
祉
協
会

　
青
森
労
災
年
金
相
談
所

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

７
５
７
１

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

臨
時
保
育
士
兼
調
理
員
　
１
人

●
応
募
資
格

保
育
士
の
免
許
を
有
す
る
健
康

な
方

●
雇
用
期
間

平
成
17
年
12
月
１
日
か
ら

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

日
額
５
、３
０
０
円

（
通
勤
手
当
・
雇
用
保
険
・
社

会
保
険
あ
り
）

●
面
接
の
日
時
お
よ
び
場
所

申
し
込
み
者
に
直
接
通
知
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
17
年
10
月
３
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
10
月
15
日（
土
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

倉
石
保
育
所
備
え
付
け
の
履
歴

書
に
保
育
士
免
許
証
の
写
し
を

添
付
し
て
、
倉
石
保
育
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
倉
石
保
育
所

　
℡
77 

│ 

３
１
３
９

　
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
と
江

渡
幼
稚
園
で
は
、
平
成
18
年
度
入

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
園
で
き
る
幼
児

平
成
18
年
４
月
２
日
で
満
３
歳
・

４
歳
・
５
歳
に
な
る
幼
児
（
年

度
内
に
満
３
歳
に
な
る
幼
児
は

誕
生
月
か
ら
入
園
で
き
ま
す
。）

●
募
集
要
項
配
布
開
始
日

　
平
成
17
年
10
月
15
日（
土
）

●
願
書
受
付
開
始
日

　
平
成
17
年
11
月
１
日（
火
）

●
そ

の

他

・
各
幼
稚
園
と
も
通
園
バ
ス
を
運

行
し
て
い
ま
す
。

・
降
園
後
お
よ
び
春
・
夏
・
冬
の

長
期
休
暇
中
に
も
預
か
り
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
制

度
を
活
用
し
て
保
育
料
の
減
免

を
行
い
ま
す
。
補
助
金
額
は
町

民
税
の
所
得
割
額
で
決
め
ら
れ

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
五
戸
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

　
℡
62 

│ 

３
４
５
０

・
江
渡
幼
稚
園

　
℡
62 

│ 

４
３
０
５

　
平
成
18
年
度
版
青
森
県
民
手
帳

の
予
約
を
受
付
中
で
す
。
県
内
市

町
村
の
主
要
統
計
や
合
併
状
況
、

五
戸
町
の
歩
み
、
ふ
る
さ
と
の
主

な
行
事
な
ど
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
カ
バ
ー
は
緑
と
黒
の
２
色
か
ら

選
べ
ま
す
。

●
発
行
時
期
　
10
月
下
旬

●
価
　
　
格
　
５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
３
４

　
7
21
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
も

っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
あ
な
た

に
育
児
・
介
護
・
家
事
代
行
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
無
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
フ
レ
ー
フ
レ
ー
テ
レ
フ
ォ
ン

℡
０
１
７ 

│ 

７
７
６ 

│ 

２
０
２
０

月
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で

●
フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト

　http://w
w

w
.2020net.jp

フ
レ
ー
フ
レ
ー



10／27～11／９

２００５読書週間
～本を読んでる君が好き～

秋・読書週間に、　　
　　ぜひ、１冊の本を

町図書館　℡６１－１０４０

野
生
生
物
・
自
然
環
境
調
査

研
究
発
表
会
発
表
者
募
集

●
日
　
　
時

　
平
成
17
年
12
月
３
日
（
土
）

●
場
　
　
所

　
青
森
市
荒
川
字
藤
戸
１
１
９ 

│ 

７

　
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

●
応
募
資
格

　
野
生
生
物
や
自
然
環
境
に
つ
い

て
の
観
察
や
調
査
研
究
を
実
践

し
て
い
る
県
内
小
・
中
・
高
校

生
お
よ
び
一
般
（
個
人
・
団
体

を
問
い
ま
せ
ん
。）

●
応
募
方
法

　
１
件
に
つ
き
Ａ
４
用
紙
６
ペ
ー

ジ
以
内
に
ま
と
め
た
も
の
３
部
、

申
込
書
１
枚
を
提
出

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
選
考

を
行
い
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り

　
平
成
17
年
11
月
４
日
（
金
）

●
発
表
要
項

・
１
件
10
分
以
内

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
コ
ー
ナ
ー

で
調
査
研
究
資
料
展
示
も
可
能

※
こ
の
発
表
会
は
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
県
庁
自
然
保
護
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
２
５
７

　
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
、
道
路

の
交
通
量
や
車
の
利
用
実
態
な
ど

を
調
査
す
る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
み
ち
づ
く
り
の
た
め
の
大
切
な

調
査
で
す
。

　
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
中
に
は

車
の
利
用
実
態
を
調
査
す
る
「
自

動
車
起
終
点
調
査
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
不
作
為
に
抽
出
さ
れ

た
対
象
者
（
一
般
家
庭
や
事
業
所

な
ど
）
を
調
査
員
が
訪
問
し
、ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
で
車
の
利
用
状
況

な
ど
に
つ
い
て
答
え
て
頂
く
調
査

で
す
。

　
調
査
実
施
機
関
が
発
行
す
る
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
た
調
査
員
が

訪
問
し
た
際
は
、
調
査
主
旨
を
ご

理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
調
査
時
期

　
10
月
〜
11
月

●
調
査
実
施
機
関

・
国
土
交
通
省
青
森
河
川
国
道
事

務
所

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
５
２
１

・
青
森
県
道
路
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
６
４
９

●
科
名
お
よ
び
定
員

　
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
20
人

　
設
備
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
20
人

　
自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科
30
人

　
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
20
人

●
修
業
年
限
　
２
年

●
応
募
資
格

高
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の

者
を
含
む
。）

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
17
年
10
月
27
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
11
月
22
日（
火
）ま
で

●
選

考

日

　
平
成
17
年
12
月
１
日（
木
）

●
費
　
　
用

　
２
年
間
で
30
万
円
程
度

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
県
立
八
戸
工
科
学
院

　
℡
28 
│ 

６
８
１
１

　
法
人
を
設
立
し
た
と
き
や
法
人

を
解
散
・
清
算
し
た
と
き
、
そ
の

ほ
か
法
人
の
所
在
地
・
名
称
・
代

表
者
・
資
本
金
・
事
業
年
度
な
ど

に
異
動
が
生
じ
た
と
き
に
は
県
税

事
務
所
に
届
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
届
出
用
紙
・
添
付
書
類

な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
税
事
務
所

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
pref.aom

ori.jp/zeim
u/

）
か
ら
も

届
出
用
紙
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
０
８

　
裁
判
員
制
度
は
国
民
の
皆
さ
ん

に
裁
判
員
と
し
て
重
大
な
事
件
の

刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪

の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら

う
制
度
で
す
。
裁
判
員
は
衆
議
院

議
員
の
選
挙
権
を
持
つ
国
民
か
ら

無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。
青
森
県

で
は
６
０
０
〜
１
、２
０
０
人
に

１
人
の
割
合
で
裁
判
員
候
補
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
地
方
検
察
庁

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
２
２ 

│ 

５
２
１
１

・
検
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.kensatsu.go.jp

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
趣
味
・
教
養

か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
講
座
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
無
料
の
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

●
講
座
の
種
類

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
書
道
・

ペ
ン
字
・
絵
画
・
手
芸
・
英
語
・

ハ
ン
グ
ル
・
中
国
語
・
資
格
・

福
祉
資
格
・
教
養
な
ど

●
受
講
期
間

　
講
座
に
よ
り
３
か
月
〜
１
年

●
受
付
期
間

　
通
年

●
資
料
請
求
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
7
０
１
２
０ 

│ 

０
６ 

│ 

８
８
８
１

!2

県 税だより
県
内
に
法
人
を
設
立
し
た
と
き
な
ど

は
届
出
を
お
忘
れ
な
く

八
戸
工
科
学
院
学
生
募
集

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を

平
成
21
年
５
月
ま
で
に

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

通
信
講
座
受
講
生
募
集
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10月の
行事予定
10月の
行事予定

10月の
相 　 談
10月の
相 　 談

10月の
献 　 血
10月の
献 　 血

秋 の 火 災 予 防 運 動

統一
標語 あなたです  火のあるくらしの  見はり役

◆◆◆◆◆◆

10月17日（月）～10月23日（日）

　火災原因のほとんどは“チョット”した不注意から発生
しています。住民一人ひとりが防火に関心を持ち、火災の
ない町にしましょう。

◎五戸消防署では、防火教室や救急講習会を随時受け付けて
　います。お気軽にご相談ください。
　　　　　　問い合わせ先　五戸消防署　℡６２－３１１９

住宅防火　いのちを守る７つのポイント
3つの習慣
○寝たばこは絶対にしない。
○ストーブは燃えやすいものから離れた所で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す。

4つの対策
○逃げ遅れを防ぐために  住宅用火災警報機  を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために  防炎製品  を使用する。
○火災を小さいうちに消すために  住宅用消火器  を設置する。
○高齢者や体の不自由な人を守るために  隣近所の協力体制
　をつくる。

■火災・救急・救助は１１９（局番なし）

■火災情報は２２－２１１１（テレホンガイド）

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■９日（日）五戸町民ソフトテニス大会
　８：３０～　ひばり野公園テニスコート

■９日（日）・１０日（月）
　 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり
　９：００～　小渡平公園

■１０日（月）徳武定祐少年野球教室
　１３：００～　ひばり野公園野球場

■１３日（木）アグネス・チャンおしゃべりコンサート
　１８：３０開演　町立公民館

相談は無料です

■１日（土）全国一斉司法書士無料法律相談
　１０：００～１６：００　八戸商工会館

■１日（土）法務局なんでも相談所
　１０：００～１６：００　青森地方法務局八戸支局

■１１日（火）行政相談
　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■１１日（火）行政・人権合同特設相談
　１３：３０～１６：００　社会福祉センター

■１８日（火）行政特設相談
　１３：３０～１６：３０　社会福祉センター

■２０日（木）行政特設相談
　１０：３０～１６：３０　瑞穂館

■２１日（金）行政特設相談
　１３：３０～１６：３０　浅水活性化センター

■２５日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石温泉

■２９日（土）全国一斉司法書士無料法律相談
　１０：００～１６：００　十和田市中央公民館

■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談
　日程は相談者と調整  ℡０１７－７３４－９２３５

　
青
森
県
警
察
本
部
で
は
、
犯
罪

被
害
者
の
遺
族
で
あ
る
山
内
久
子

氏
（
秋
田
看
護
福
祉
大
学
教
授
）

を
招
き
、
犯
罪
被
害
者
遺
族
の
心

情
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま

す
。（
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要
）

●
日
　
　
時

　
平
成
17
年
10
月
22
日
（
土
）

　
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

●
場
　
　
所
（
八
戸
会
場
）

　
八
戸
市
北
白
山
台
５ 

│ 

２ 

│ 

５

　
東
奥
日
報
社
八
戸
ビ
ル
１
階

　
東
奥
は
ち
の
へ
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
警
察
署

　
℡
62 

│ 

３
２
４
１

●
内
　
　
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
、
文
化
交
流
、
学
校
体

験
、
英
語
研
修
、
地
域
見
学
、

自
然
体
験
な
ど

●
派

遣

先

米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
グ
ア
ム
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

●
対
　
　
象

　
小
学
３
年
生
か
ら
大
人
ま
で

●
参

加

費

　
18
〜
35
万
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　
7
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
℡
０
３ 

│ 

３
３
５
９ 

│ 

８
４
２
１

犯
罪
被
害
者
等

支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

冬
休
み
・
春
休
み

海
外
派
遣
参
加
者
募
集

健康なあなたと
私にできること

■成分献血
　１３日（木）役場

予約制となっていますので、希望する
方は５日（水）までに役場保健衛生課
（℡62－7958）へ

※町民カレンダーとは異なります。ご注意ください。
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№128

「
お
ら
ほ
の
大
相
撲
　
五
戸
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,２４４人　（－９）

　女　１０,９７７人　（－14）

総人口２１,２２１人　（－23）

世帯数１６,８９９世帯（－４）

平成17年９月１日現在

１０月 の 納 期 

納
期
限
10
月
31
日

 

町
県
民
税
　
第
３
期

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

戦後間もないある日、下大町の竹内別荘に集まった力士たち
左から霞、小田、角浜、橋本、前田

ご

と
に
し
き

し

こ
　
な

①
橋
本
　
浅
治
（
下
大
町
沢
）

　
大
正
十
二
年
度
尋
常
科
卒
。
四

股
名
は
錦
竜
山
。
昭
和
十
二
年
と

十
三
年
に
二
度
、
十
両
入
り
し
た

が
怪
我
を
し
て
十
四
年
五
月
場
所

を
最
後
に
引
退
。

②
前
田
　
金
五
郎
（
蛯
川
）

　
昭
和
七
年
高
二
卒
。
五
戸
錦
。

大
相
撲
の
力
士
と
し
て
は
小
兵
の

部
類
だ
っ
た
が
、
運
動
神
経
の
よ

さ
と
鋭
い
勘
は
初
土
俵
以
来
負
け

越
し
を
知
ら
ず
、
幕
下
上
位
ま
で

進
出
。
現
役
入
隊
の
通
知
が
あ
り
、

除
隊
後
は
プ
ロ
の
世
界
で
は
年
齢

的
に
無
理
で
ア
マ
に
転
向
。
新
聞

社
の
大
会
で
は
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
、
全
国
ア
マ
選
手
権
大
会
に
も

出
場
し
て
い
る
。

③
角
浜
　
兼
男
（
上
大
町
）

　
大
正
十
二
年
五
戸
小
卒
。
浦
田

出
身
の
鬼
竜
山
と
は
先
祖
の
母
系

が
つ
な
が
っ
て
い
る
ら
し
い
。
昭

和
七
年
二
月
、
粂
川
部
屋
に
入
門
。

最
初
は
角
浜
の
四
股
名
を
一
日
だ

け
使
い
、
翌
日
か
ら
浜
響
と
し
て

出
場
。
親
方
は
玉
錦
。
西
日
本
を

年
二
回
ず
つ
巡
業
。
台
湾
を
巡
業

中
に
腰
を
痛
め
、
三
段
目
筆
頭
で

引
退
。

　
先
輩
に
は
新
町
の
久
保
田
（
松

の
湯
）
が
大
正
時
代
入
門
。
そ
の

あ
と
北
新
平
（
北
ノ
里
）
が
大
正

末
期
入
門
。
ま
た
、
中
市
で
精
米

所
を
営
む
若
者
も
入
門
し
た
が
、

長
続
き
し
な
い
で
廃
業
し
た
。

④
高
橋
　
仁
太
郎
（
川
原
町
）

　
町
内
中
央
に
住
ん
で
い
た
が
経

営
不
振
で
三
久
田
屋
前
、
そ
し
て

伝
兵
衛
丁
へ
移
る
。
明
治
三
十
年

代
、
東
京
相
撲
に
入
門
。
く
も
え

山
の
四
股
名
で
二
年
務
め
た
が
脚

気
の
た
め
引
退
。
明
治
末
期
か
ら

大
正
、
昭
和
に
か
け
て
奉
納
相
撲

の
四
本
柱
に
審
判
と
し
て
座
っ
て

い
た
。
息
子
は
石
太
郎
。

　
町
内
で
大
相
撲
に
行
っ
た
若
者

は
松
坂
与
吉
、
中
村
長
四
郎
の
二

人
だ
が
成
功
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、

草
相
撲
で
は
松
坂
幸
一
、
松
坂
兼

次
郎
、
高
谷
武
、
三
浦
正
一
、
川

村
幸
一
（
紅
葉
山
）
ら
が
土
俵
で

技
を
競
っ
た
仲
間
で
あ
っ
た
。

⑤
霞
　
　
　
　
正
（
下
大
町
）

　
少
年
時
代
は
ド
モ
リ
が
ひ
ど
か

っ
た
の
で
、
先
生
と
筆
談
で
勉
強

し
た
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

鏡
岩
よ
り
一

日
早
く
入
門

し
た
と
い
う

の
で
先
輩
と

い
わ
れ
た
。

四
股
名
は
か

な
頭
の
「
い
」

と
書
い
て
、

呼
び
出
し
は

「
か
な
頭
」

と
呼
ん
で
い

た
。
番
付
表

に
は
「
い
」

と
昭
和
九
年
ま
で
あ
っ
た
が
、
幕

下
ま
で
行
き
引
退
し
た
。
後
に
古

着
商
を
営
み
、
五
戸
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
も
務
め
た
。

⑥
小
田
　
義
明
（
博
労
町
小
渡
）

　
旧
姓
桝
沢
で
四
和
村
（
現
十
和

田
市
）
か
ら
五
戸
町
小
渡
の
小
田

家
の
養
子
に
入
る
。
昭
和
十
四
年
、

大
相
撲
の
鏡
里
の
部
屋
に
入
門
。

四
股
名
は
鏡
竜
。
四
年
で
序
二
段

ま
で
進
み
廃
業
。

⑦
松
坂
　
与
吉
（
川
原
町
）

　
伝
兵
衛
丁
。
文
太
郎
の
弟
で
戦

時
中
、
鏡
岩
の
弟
子
と
し
て
入
門
。

松
の
岩
と
し
て
幕
下
ま
で
進
ん
だ

が
数
年
で
廃
業
。
戦
後
は
五
戸
か

ら
切
谷
内

に
移
転
。

そ
こ
で
所

帯
を
持
ち

農
業
を
営

ん
で
い
た

が
、
昭
和

二
十
八
年

ご
ろ
死
亡

し
た
。

⑧
飯
田
　

寛
吉
（
上

大
町
）

　
川
原
町

の
工
藤
喜

八
郎
の
四
男
権
太
郎
は
、
現
在
の

上
大
町
火
防
線
十
字
路
（
旧
五
戸

局
）
の
土
地
に
住
み
床
屋
を
営
ん

で
い
た
。
権
太
郎
の
次
男
寛
吉
は

昭
和
四
年
生
ま
れ
。
五
戸
小
二
年

の
時
、
八
戸
の
川
得
料
理
店
に
鏡

岩
が
休
ん
だ
。
粂
川
部
屋
の
呼
び

出
し
の
飯
田
に
子
ど
も
が
な
く
、

飯
田
の
養
子
と
し
て
頼
ん
だ
。
そ

れ
が
後
日
、
相
撲
界
の
呼
び
出
し

の
重
鎮
と
な
っ
た
も
の
。

⑨
福
田
　
正
吉
（
上
大
町
）

　
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
人
。
四

股
名
は
伊
達
の
里
。
県
南
一
の
力

士
と
い
わ
れ
、
家
に
は
地
方
力
士

が
い
つ
も
二
、
三
人
は
常
駐
し
、

県
代
表
と
し
て
第
五
回
青
年
学
校

相
撲
大
会
に
も
出
場
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ア
マ
で
は
川
村
喜

代
志
、
佐
々
木
松
三
郎
、
川
崎
十

四
三
、
黒
沢
勘
吉
、
松
山
勝
弥
、

藤
田
秀
雄
、
松
坂
富
義
な
ど
が
い

る
。
そ
の
他
省
略
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一


